
□一

は
じ
め
に

生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
大
学
像
の
探
求
は
、
今
日
、
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。
欧
米
の
大
学
は
、
す
で
に
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の

意
識
的
な
整
備
が
進
み
、
多
数
の
成
人
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
一
方
、

わ
が
国
で
は
、一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
生
涯
学
習
社
会
の
到
来
に
、

当
初
、
社
会
教
育
や
民
間
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
受
け
皿
と
し
て

対
応
し
、
大
学
が
、
主
導
的
な
役
割
を
担
う
場
面
は
少
な
か
っ
た
。

だ
が
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
の
文
部
省
大
学
学
術
局
・
社

会
教
育
局
長
通
知
「
大
学
開
放
の
促
進
に
つ
い
て
」
以
来
進
め
ら
れ

て
き
た
大
学
の
公
開
講
座
は
、
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
大
き
な
発
展
を

み
て
お
り
、
今
後
、
生
涯
学
習
社
会
の
な
か
で
大
学
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
仕
事
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
経
緯
を
八
〇
年
代
の
政
策
展
開
の
側
面
か
ら
み
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
臨
時
教
育
審
議
会
（
一
九
八
四
〜
八
七
年
）
は
、
「
学
習
者

の
視
点
か
ら
課
題
を
検
討
す
る
立
場
」
か
ら
、
生
涯
学
習
を
教
育
政

策
の
中
心
概
念
と
す
る
答
申
を
行
い
、
従
来
の
生
涯
教
育
・
生
涯
学

習
概
念
を
「
生
涯
学
習
体
系
」
・
生
涯
学
習
概
念
に
転
換
し
た
。
今

日
、
生
涯
学
習
な
い
し
生
涯
学
習
社
会
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
国
、

地
方
自
治
体
の
政
策
全
体
の
フ
レ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と

は
、
広
く
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
九
一
年
二
月
、
大
学
審
議
会
は
、「
大
学
の

特
集
・
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り

大
学
の
公
開
講
座

大
学
自
己
評
価
報
告
書
の
検
討

名
城
大
学
・
教
職
課
程
部

田
子

健
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生
涯
学
習
機
関
と
し
て
の
役
割
の
増
大
に
伴
い
、
大
学
教
育
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
多
様
化
や
授
業
の
履
修
形
態
の
柔
軟
化
を
図
る
な
ど
、
多

様
な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
」
（１）

と
答
申
の
な
か
で
指
摘
し
た
。
ま
た
、
続
く
同
年
四
月
の
中
央
教
育

審
議
会
答
申
『
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
教
育
の
諸
制
度
の
改
革
に

つ
い
て
』
（２）
で
は
、
今
後
の
大
学
の
生
涯
学
習
機
関
と
し
て
の
役
割

に
つ
い
て
方
策
を
提
言
し
、八
四
年
に
始
ま
っ
た
政
策
レ
ベ
ル
の〈
生

涯
学
習
社
会
に
お
け
る
大
学
像
〉
の
探
求
は
、
八
年
を
経
て
一
応
の

完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
政
策
提
言
の
施
策
化
が
平
行
し
て
進
め
ら
れ
、
日
本
の
大

学
全
体
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
い
、
経
験
を
蓄
積
し
て
き

た
。
公
開
講
座
を
は
じ
め
と
し
た
生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
大
学
像

の
探
求
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
提
案
の
た
め
に
検
討
す

べ
き
事
例
は
、
今
日
で
は
多
く
存
在
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
小
論
で

は
、
こ
れ
を
全
国
の
大
学
が
刊
行
し
た
自
己
評
価
報
告
書
に
求
め
、

特
に
公
開
講
座
を
中
心
と
し
た
「
自
己
評
価
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
生

涯
学
習
社
会
に
お
け
る
大
学
像
を
ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

□二

大
学
が
関
わ
る
生
涯
学
習
の
領
域

検
討
し
た
報
告
書
は
、
九
五
年
十
月
、
東
海
高
等
教
育
研
究
所
が
、

各
国
公
私
立
大
学
・
学
部
あ
て
依
頼
し
て
収
集
し
た
自
己
点
検
報
告

書
で
あ
る
（３）
。
こ
こ
で
は
、
国
立
大
学
報
告
書
を
主
な
対
象
と
し
、

公
私
立
大
学
報
告
書
は
、
こ
れ
を
補
う
意
味
で
、
検
討
結
果
の
興
味

深
い
点
を
、
指
摘
し
て
み
た
い
。

報
告
書
を
通
読
し
て
み
る
と
、
今
日
の
大
学
に
お
け
る
生
涯
学
習

の
領
域
は
、
次
の
四
点
と
な
る
。

一

生
涯
学
習
機
会
の
実
現：

公
開
講
座
、
社
会
人
の
受
け
入
れ

（
公
開
講
座
、
リ
カ
レ
ン
ト
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
）、諸
施

設
の
開
放
。

二

研
究
／
Ｖ
Ｂ
／
社
会
協
力：

教
員
の
学
外
活
動
、
地
域
共
同

研
究
、
Ｖ
Ｂ
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
）
支
援
、
専
門
事
項

た
ご
・
た
け
し
�
名
城
大
学
教
職
課
程

部
�
一
九
五
四
年
東
京
都
生
ま
れ

�
最
近
の
主
な
論
文
に
「
大
規
模
私
立

大
学
の
教
職
課
程
―
名
城
大
学
―
」
浦

野
東
洋
一
、
羽
田
貴
史
編
『
変
動
期
の

教
員
養
成
―
―
日
本
教
育
学
会
課
題
研

究
「
子
ど
も
人
口
減
少
期
に
お
け
る
教

員
養
成
及
び
教
育
学
部
問
題
」
研
究
委

員
会
報
告
書
―
』、同
時
代
社
、
一
九
九

八
年
四
月
、
一
三
五
〜
一
五
六
頁
。「
教

育
行
政
の
地
方
分
権
改
革
は
可
能
か
」

『
教
育
』
九
八
年
六
月
号
、
国
土
社
、

一
九
九
八
年
六
月
、
二
七
〜
三
三
頁
。
大
学
改
革
が
日
本
と
世
界
の
二
一
世
紀
を
拓

く
最
大
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
創
造
と
し
て
の
教
育
の
地
方
分
権
化
研

究
、
な
か
で
も
地
方
私
立
大
学
の
自
律
的
な
発
展
、
そ
れ
と
関
わ
っ
て
の
私
立
大
学

で
の
教
員
養
成
と
、
自
分
の
な
か
で
は
、
研
究
の
関
連
づ
け
が
あ
る
の
で
す
が
。
本

誌
の
編
集
長
と
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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の
相
談
。

三

運
営
管
理：

学
外
意
見
の
反
映
、
諸
施
設
の
開
放
、
運
営
実

務
。

四

在
籍
学
生
・
大
学
院
生
、
教
職
員
に
対
す
る
生
涯
学
習
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
大
学
の
果
た
す
役
割
が
あ
り
、
現
に
こ
の
す
べ

て
な
い
し
そ
の
一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
学
像
の
探
求
が
意
味
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
予
感
が
し
て

く
る
の
で
あ
る
。

□三

国
立
大
学
の
公
開
講
座

報
告
書
に
お
け
る
位
置

で
は
、
公
開
講
座
に
つ
い
て
、
ま
ず
国

立
大
学
の
自
己
評
価
報
告
書
を
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。
い
ず
れ
の
報
告
書
も
関
係
頁
を
含
ん
で
い
た
。
独
自

の
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
秋
田
大
学
、
伝
統
的
な
総
合
研
究
大
学

で
あ
る
京
都
大
学
、歴
史
の
あ
る
付
属
学
校
を
持
つ
奈
良
女
子
大
学
、

地
域
的
特
性
の
強
い
琉
球
大
学
の
報
告
書
な
ど
、
収
集
資
料
に
は
、

興
味
深
い
も
の
が
多
い
。
章
編
成
は
、
独
立
し
て「
社
会
と
の
連
携
」

（
四
大
学
に
共
通
）、「
社
会
へ
の
貢
献
」
（
琉
球
大
学
）
を
設
け
る

も
の
と
、
個
々
の
事
項
に
含
ん
で
検
討
す
る
奈
良
女
子
大
学
、
熊
本

大
学
に
大
別
さ
れ
る
。

公
開
講
座

―
そ
の
歴
史

公
開
講
座
は
、
そ
の
歴
史
を
、
京
都
大
学
、
奈
良

女
子
大
学
で
は
、戦
前
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

奈
良
女
子
大
学
は
、
そ
の
前
身
、
奈
良
女
子
高
等

師
範
学
校
が
、
一
九
二
五
年
「
成
人
婦
人
教
育
講
座
」
を
開
設
以
来

の
実
績
を
持
つ
。
琉
球
大
学
は
一
九
五
一
年
、
広
島
大
学
は
一
九
七

〇
年
（
全
学
）
、秋
田
大
学
は
一
九
七
四
年
（
部
局
）に
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
琉
球
大
学
で
は
、
五
〇
年
開
学
直
後
の
研
究
普
及
部
設

置
に
よ
る
普
及
講
座
（
五
一
年
―
、
次
頁
の
内
容
）
が
、
二
十
年
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
「
沖
縄
に
お
け
る
人
材
育
成
、
啓
蒙
活
動
と
し

て
教
育
の
重
要
な
施
策
と
し
て
注
目
さ
れ
た
」
（４）
。
特
に
、
現
職
教

員
研
修
に
、
大
学
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
「
住
民
の
代
表
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
理
事
会
に
よ
る
管
理
運
営
の
歴
史
」
（５）
「
大

学
創
設
が
米
国
軍
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
米
国

的
な
大
学
の
管
理
運
営
や
理
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
�
社
会
人
の
教

育
、
研
究
成
果
の
社
会
的
還
元
�
も
大
学
の
重
要
な
使
命
の
一
つ
で

あ
っ
た
」
（６）
こ
と
に
よ
る
と
い
う
指
摘
は
、
重
要
で
あ
る
。

京
都
大
学
の
場
合

次
に
、
今
日
の
講
座
内
容
を
、
京
都
大
学
を

例
に
検
討
し
よ
う
。
「
本
学
が
特
に
力
を
い

れ
て
き
た
分
野
で
あ
る
」
（７）
と
す
る
だ
け
に
、
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琉
球
大
学
教
育
普
及
部
時
代
の
公
開
講
座

現
職
教
員
関
係
講
座
―
―
夏
季
講
座
、
冬
季
講
座
、
単
位
取
得

試
験
、
中
部
普
及
講
座
。

成
人
教
育
講
座
―
―
通
信
教
育
、
夜
間
講
座
、
英
語
講
座
、
ガ

リ
オ
ア
英
語
講
座
、
国
際
普
及
講
座
。

開
設
時
期

一
九
五
一
〜
一
九
七
〇
年
。

延
べ
受
講
者

一
〇
一
七
三
六
人
。

出
典
『
琉
球
大
学
発
展
へ
の
道
―
現
状
と
課
題
―
』
琉
球
大

学
、
一
九
九
四
年
二
月
、
二
八
〇
〜
二
八
一
頁
。

�
公
開
講
座
・
公
開
講
演
会
、
�
京
都
大
学
市
民
講
座
（
一
九
七
九

年
開
始
―
一
講
座
三
百
名
程
度
、
教
養
と
文
化
の
向
上
を
目
的
）、�

京
都
大
学
春
秋
講
義
（
一
九
八
八
年
開
始
―
毎
回
百
名
程
度
、
月
曜

講
義
―
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
、
水
曜
講
義
―
自
由
テ
ー
マ
に
よ
る
）
の

目
的
の
異
な
る
三
種
類
の
講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
学

術
講
演
会
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
�
公
開
講
座
の
実
施
は
、
部
局
単
位
で
四
学
部
、
八

研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
等
と
な
っ
て
お
り
、
最
低
二
日
、
最
高
八
日
の

日
数
で
あ
る
。
受
講
者
数
は
、
六
〜
百
二
十
八
人（
平
均
六
十
三
人
）。

テ
ー
マ
は
、
「
高
等
学
校
教
育
関
係
者
の
た
め
の
現
代
数
学
展
望
」

（
理
学
部
）、「
第
五
十
六
回
農
業
簿
記
・
経
営
講
習
会
」（
農
学
部
）、

「
数
学
入
門
公
開
講
座
」
（
数
理
解
析
研
究
所
）
な
ど
、
専
門
的
な

も
の
が
多
く
、
こ
の
場
合
、
主
対
象
を
、
専
門
家
、
実
務
家
、
若
手

研
究
者
（
院
生
）
な
ど
に
お
い
て
い
る
。

ま
た
、
「
都
市
の
防
災
」
（
防
災
研
究
所
）
な
ど
、
テ
ー
マ
と
主

催
部
局
と
も
に
市
民
の
関
心
が
高
い
も
の
は
、
多
く
の
受
講
者
を
集

め
て
い
る
。
実
施
一
日
の
も
の
は
、
公
開
（
学
術
）
講
演
会
と
呼
ん

で
区
分
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
テ
ー
マ
も
学
術
的

な
も
の
が
多
く
、
専
門
研
究
者
を
主
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

研
究
の
公
開
と
教
授
は
、
大
学
の
本
来
が
求
め
る
機
能
で
あ
り
、
今

後
も
弱
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
高
度
な
内
容
を
求
め
る
市
民
の

需
要
に
ど
う
応
え
る
か
、
講
座
開
設
情
報
を
ど
う
伝
え
る
か
、
課
題

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
独
自
性

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、京
都
大
学
の
公
開
講
座
は
、一

多
様
な
参
加
者
に
応
え
る
規
模
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、二

開
設
講
座
の
種
類
を
複
数
お
き
、学
術
・
専
門
と
教
養
、体
系

性
と
ト
ピ
ッ
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
内
容
を
構
成
し
て
い
る
こ

と
、三

こ
れ
ら
が
、「
幅
広
い
市
民
の
支
持
」
（８）
と
い
う
評
価
に
み

る
よ
う
に
、多
く
の
参
加
者
に
結
果
し
て
い
る
こ
と
、が
特
徴
と
い
え

－４６－



る
。
都
市
の
研
究
総
合
大
学
で
あ
る
条
件
を
活
か
し
た
公
開
講
座
の

あ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
り
、独
自
性
の
感
じ
ら
れ
る
運
営
で
あ
る
。

他
の
国
立
大
学
の

状
況
と
課
題

で
は
、他
の
国
立
大
学
公
開
講
座
の
状
況
は
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
主
に
条
件
面
か
ら
の
現

状
評
価
を
ま
と
め
る
と
、次
の
三
点
に
な
る
。

一

京
都
大
学
な
ど
を
む
し
ろ
例
外
と
し
て
、
い
ず
れ
も
公
開
講

座
の
定
員
充
足
率
が
満
た
な
い
場
合
や
修
了
者
の
少
な
さ
と
い
う
問

題
を
抱
え
て
い
る
（
広
島
、
秋
田
、
琉
球
大
学
な
ど
）。

二

放
送
に
よ
る
公
開
講
座
な
ど
に
係
わ
る
教
官
の
負
担
が
相
当

な
も
の
に
な
る
な
ど
、
準
備
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
必
要
（
新
潟
、
京

都
大
学
な
ど
）。

三

大
学
の
立
地
条
件
か
ら
、
開
催
場
所
、
時
間
、
設
備
が
、
公

開
講
座
の
開
催
に
障
害
と
な
る
（
新
潟
、
秋
田
大
学
な
ど
）。

こ
れ
に
対
し
、
課
題
と
し
て
、

一

「
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
最
先
端
の
学
問
成
果

を
生
か
し
た
専
門
的
知
識
・
技
術
を
提
供
す
る
方
法
が
研
究
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
」
（９）
（
広
島
大
学
）、充
実
し
た
内
容
（
各
大
学
）
と
い

う
原
理
的
な
問
題
（
あ
り
方
と
内
容
）。

二

地
域
の
複
数
の
国
立
大
学
と
の
間
で
の
「
大
学
群
」
（１０）
に
よ

る
放
送
公
開
講
座
の
実
施
に
伴
う
連
携
の
あ
り
方
の
解
明
（
新
潟
大

学
）
と
い
う
組
織
論
。

三

参
加
し
や
す
い
場
所
、
時
間
お
よ
び
そ
の
広
報
な
ど
、
条
件

整
備
論
、
「
推
進
機
関
の
設
置
」
（１１）
（
琉
球
大
学
）
な
ど
の
運
営
論
、

が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
課
題
の
具
体
例
を
み
よ
う
。

参
加
者
数
／
定
員
の
明
示
さ
れ
て
い
る
秋
田
大
学
の
報
告
書
に
よ

れ
ば
、
八
七
〜
九
三
四
年
の
大
学
に
よ
る
開
催
の
七
講
座
の
う
ち
二

講
座
、
学
部
に
よ
る
開
催
の
二
十
講
座
の
う
ち
五
講
座
、
全
体
で
は
、

二
十
七
講
座
の
う
ち
七
講
座
（
二
五
・
九
％
）
の
み
が
、
定
員
を
上

回
っ
て
い
る
。

ま
た
、琉
球
大
学
で
は
、教
育
普
及
部
時
代
の
五
一
〜
七
〇
年
の
二

十
年
間
の
参
加
者
が
、
延
べ
一
〇
一
七
三
六
人
で
あ
る
の
に
対
し
、

国
立
移
管
後
の
七
三
〜
九
二
年
の
同
じ
二
十
年
間
は
、延
べ
九
〇
八

〇
人
で
、対
照
が
激
し
い
。後
者
に
は
、教
員
研
修
の
有
無
が
大
き
く

関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、参
加
者
の
確
保
は
、共
通
す
る
問
題

で
あ
る
。内
容
、開
催
時
間
な
ど
の
条
件
と
同
時
に
、大
学
と
地
域
社

会
の
関
係
も
参
加
者
数
に
影
響
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
は
、
例
え
ば
、
新
潟
大
学
が
、
九
二
年
、
県
主
催
の
生
涯

学
習
事
業
「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」
の
開
始
時
か
ら
、
公
開
講

座
、
放
送
公
開
講
座
と
も
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
果
を
期
待

す
る
な
ど
、
充
実
の
た
め
の
試
み
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
参
考

に
な
る
。
だ
が
、
一
方
で
、
大
学
の
独
自
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

－４７－



と
い
う
指
摘
も
当
然
で
て
く
る
。

□四

大
学
の
あ
り
方
と
運
営

―
公
開
講
座
か
ら
み
た
―

省
察

こ
の
点
で
、
広
島
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
の
報
告
書
は
、

そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
課
題
に
対
す
る
大
学
の
現
状
・
あ
り
方

を
指
摘
し
て
い
る
。
「
生
涯
学
習
社
会
に
果
た
す
大
学
の
機
能
に
関

し
て
、
大
学
内
部
か
ら
研
究
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
り
、
せ
っ

か
く
軌
道
に
乗
っ
た
公
開
講
座
を
対
象
に
継
続
的
に
研
究
し
、
分
析

し
、
改
善
す
べ
き
方
向
を
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
…

全
学
的
に
昭
和
四
十
五
年
以
来
の
実
績
を
誇
る
公
開
講
座
の
内
実
が

十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
自
体
、
生
涯
学
習
社
会
へ
の
全
学
で

の
対
応
が
不
十
分
な
こ
と
の
証
明
に
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」

（１２）
。「
文
学
部
で
は
、毎
年
公
開
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。だ
が
こ
の
講

座
は
、
担
当
学
科
と
し
て
文
学
部
を
八
分
野
に
分
け
て
行
う
も
の
で

あ
り
、八
年
に
一
度
講
座
を
担
当
す
る
に
過
ぎ
な
い
。開
か
れ
た
大
学

を
標
傍
す
る
昨
今
の
流
れ
の
中
で
、
経
済
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
か

た
ち
で
の
、
公
開
講
座
の
機
会
の
増
加
が
、
切
に
望
ま
れ
る
」
（１３）
。

こ
こ
に
は
、
大
学
に
公
開
講
座
を
位
置
付
け
る
た
め
の
基
礎
研
究

と
自
己
評
価
の
課
題
、実
施
の
た
め
の
財
政
基
盤
の
充
実
の
必
要
が
、

示
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
重
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
生
涯
学
習
に

占
め
る
大
学
の
独
自
性
を
、
ま
ず
公
開
講
座
に
お
い
て
示
す
た
め
に

も
、
今
後
、
解
明
し
て
い
く
必
要
が
大
き
い
。

全
体
と
し
て
、
国
立
大
学
は
公
開
講
座
の
運
営
経
験
を
持
っ
て
お

り
、
大
学
全
体
に
と
っ
て
、
共
通
の
課
題
を
導
い
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
近
年
、
さ
ら
に
充
実
し
て
き
た
と
い
う
記
述
が
多
く
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
実
践
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

□五

お
わ
り
に

公
私
立
大
学
の
公
開
講
座
の
特
徴
は
、
大
学
と
地
域
の
個
性
を
よ

く
表
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最
後
に
の
べ
て
お
き
た

い
。
事
例
と
し
て
、
横
浜
市
立
大
学
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

特
徴
は
、
大
学
の
基
本
構
想
に
、
生
涯
学
習
が
位
置
づ
い
て
成
果

を
あ
げ
て
い
る
点
に
あ
る
。
「
横
浜
市
立
大
学
に
関
す
る
懇
話
会
」

（
座
長
、
木
下
是
雄
元
学
習
院
大
学
学
長
）
に
よ
る
「
横
浜
市
立
大

学
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
提
言
」
（
九
三
年
四
月
三
十
日
）
は
、

「
３
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
公
立
大
学
」の
な
か
で
、「
公

立
大
学
と
し
て
の
横
浜
市
立
大
学
は
、
独
自
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
ほ
か
に
、
市
内
の
他
大
学
と
も
連
携
し

て
横
浜
市
全
体
の
高
度
な
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
に
貢
献
す

べ
き
で
あ
る
。
（
中
略
）
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
研
究
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
市
内
の
大
学
や
研
究
教
育
機
関
の
共
同
利
用

－４８－



施
設
（
仮
称：

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）
を
都
心
部
に
整
備
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」
（１４）
と
し
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
は
、
横
浜
市
総
合
計
画
「
ゆ
め
は
ま
２

０
１
０
プ
ラ
ン
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
学
歴

化
、
科
学
技
術
の
発
展
に
対
し
、
〈
政
策
研
究
・
提
言
、
人
材
育
成

（
教
育
、
研
修
）、研
究
開
発
、
情
報
蓄
積
・
発
信
〉
を
、
大
学
間
連

携
を
も
と
に
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
公
開
講
座
を
う
ち
に

含
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
に
対
し
て
講
座
内
容
を
発
信
す

る
と
同
時
に
、
大
学
に
刺
激
を
与
え
る
も
の
と
も
な
る
可
能
性
を
持

つ
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
構
想
は
、
国
立
大
学
に
み
た
公
開

講
座
の
「
大
学
群
」
連
携
な
ど
組
織
論
、
時
間
、
場
所
、
広
報
な
ど

条
件
整
備
の
課
題
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
回
答
で
あ
る
。

（注）
�
大
学
審
議
会
答
申
。
具
体
的
に
、「
コ
ー
ス
登
録
制
・
科
目
登
録

制
」、「
昼
夜
開
講
制
」、「
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
の
学
習
成
果
の

単
位
認
定
」、「
編
入
学
定
員
の
設
定
」な
ど
の
提
言
が
行
わ
れ
た
。

�
文
部
省
編
『
我
が
国
の
文
教
施
策
―
平
成
４
年
度
―
』
大
蔵
省
印

刷
局
、
一
九
九
二
年
十
一
月
、
一
五
八
〜
一
五
九
頁
。

�
〈
国
立
〉
総
合
大
学
七
、
単
科
大
学
八
、
学
部
三
十
七
、
大
学
院

五
、
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
七
、
〈
公
立
〉
総
合
大
学
五
、
単
科
大

学
一
、
〈
私
立
〉
総
合
大
学
八
、
単
科
大
学
三
、
学
部
一
の
計
八

十
二
大
学
・
学
部
等
報
告
書
計
八
十
九
点
を
収
集
し
検
討
し
た
。

他
に
、
研
究
者
要
覧
等
収
集
資
料
二
十
一
点
を
参
考
に
し
た
。

�『
琉
球
大
学
発
展
へ
の
道
―
現
状
と
課
題
―
』、一
九
九
四
年
二
月
、

二
八
〇
頁
。

�
同
上
、
二
七
五
頁
。

�
同
上
、
二
八
〇
頁
。

�『
京
都
大
学
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
―
自
由
の
学
風
を
検
証
す

る
―
』、一
九
九
四
年
六
月
、
一
八
六
頁
。

�
同
上
。
な
お
、
以
下
、
引
用
部
分
以
外
の
報
告
書
頁
の
明
記
は
、

繁
雑
に
な
る
た
め
、
省
略
し
た
。

	
広
島
大
学
白
書
２
『
新
し
い
大
学
像
を
め
ざ
し
て
―
教
育
と
研
究

と
の
創
発
的
展
開
―
』、一
九
九
五
年
五
月
、二
〇
六
〜
二
〇
七
頁
。



新
潟
大
学
自
己
点
検
・
自
己
評
価
報
告
書
『
教
育
研
究
の
充
実
と

発
展
に
向
け
て
』、一
九
九
五
年
一
月
、
一
三
四
頁
。

�
文
献
四
、
二
七
七
頁
。
各
国
立
大
学
で
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
生
涯

学
習
研
究
セ
ン
タ
ー
の
分
析
も
必
要
で
あ
る
。

�
文
献
	
、
二
〇
七
頁
。

『
高
度
化
と
個
性
化

奈
良
女
子
大
学
の
現
状
と
課
題

一
九
九

三
年
』、一
九
九
四
年
三
月
、
四
五
頁
。

�『
横
浜
市
立
大
学
の
現
状
と
課
題
』、一
九
九
四
年
一
二
月
、
一
二

頁
。
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